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「それぞれの研究費とオープ
ンデータの条件」
関西大学 学長室URA
矢野周治
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「URAが研究者をサポート
しますーURAって何？」
関西大学 学長室シニアURA
古宮行淳
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〔受付 12：30～〕

13:00　         |15:00
関西大学 尚文館 1階マルチメディアAV大教室

以下のキャンパスで同時中継いたします。

要申し込み

〔共催〕 関西大学研究推進部、学長室URA、関西大学図書館

〔お問い合わせ〕 TEL|06-6368-1111(内線3036) 
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公的資金
の申請に
必要です。
公的資金の申請の際
に、研究の実施におけ
るオープンデータの取
組み方針を定めた
データマネジメント
シートの提出が要求さ
れるようになってきて
います。あらかじめ研
究により生み出される
データについてオープ
ン、クローズの扱いを
決めておき、オープン
化したデータの活用に
よるさらなる研究の展
開を示すことが、申請
のポイントになるかも
しれません。
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セミナー参加にはお申し
込 み が 必 要 で す。

参加費無料

同時
中継

すべての分野の研究者の皆さま

研究者のためのオープンデータセミナー

新しい研究アイデアを
生みだしても、
見せなきゃ研究費
もらえないんです。

研
究
デ
ー
タ
の
公
開
に
よ
り
、
ジ
ャ
ン
ル
を
越
え
た
新
し
い
研
究
の
創
出
や
、

共
同
研
究
の
促
進
、
研
究
の
効
率
化
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
公
的
研

究
費
の
獲
得
の
条
件
に
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
へ
の
対
応
が
う
た
わ
れ
始
め
て
お
り
、

今
後
は
科
研
費
に
も
求
め
ら
れ
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。
今
回
、
国
立
情
報
学

研
究
所
の
武
田
英
明
先
生
を
お
迎
え
し
、
な
ぜ
今
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
が
注
目
さ
れ
て
い
る
の
か
、
社

会
に
ど
の
よ
う
な
変
革
を
も
た
ら
す
の
か
、
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
の
基
本
的
な
考
え
方
に
つ
い
て
ご
講

演
い
た
だ
き
ま
す
。
研
究
者
と
し
て
、
大
学
と
し
て
ど
の
よ
う
に
対
応
す
べ
き
か
を
学
ぶ
機
会
に
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

司会  学長室URA  舘正一

Mail |  kenkyushien@ml.kandai.jp
関西大学 学長室 URA 舘（やかた )
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すべての分野の研究者、PD、RA、院生、URA、図書館職員、研究支援業務を担当する大学職員を対象とした
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